
       

平

成

九

年

四

月

に

開

校

さ

れ

た
本
校
が
、
二
十
年
の
歩
み
を
重

ね

開

校

二

十

周

年

を

迎

え

る

年

と
な
り
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
一

番

新

し

い

小

学

校

で

は

あ

り

ま

す
が
、
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
や

ご
支
援
に
よ
っ
て
、
開
校
か
ら
の

「

地

域

と

と

も

に

子

供

を

育

て

る
」
教
育
実
践
を
継
承
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
開
校
二
十
周
年
の
節

目
に
当
た
る
今
年
度
に
、
次
の
二

つ
の
こ
と
を
行
い
ま
す
。 

一
つ
目
は
、
本
校
が
開
校
よ
り

受
け
継
い
で
き
ま
し
た
「
人
に
優

し
く
自
分
に
強
く
」
と
い
う
児 

童
育
成
の
精
神
を
「
校
訓
」
と
し
て 

 

      

明
示
し
ま
す
。 

昨
今
、
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
人
と
の
か
か
わ
り
を
大

切
に
し
、
相
手
を
尊
重
し
、
自
分

を

律
し
て
社
会
に
生
き
る
児
童
育
成

の
精
神
は
、
先
人
本
多
作
左
衛
門

重
次
が
後
世
の
郷
土
の
人
々
に
託

し
た
「
人
を
思
い
や
る
心
」
と
重
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
刻
ん
だ
校
訓
碑 

を
正
門
横
に
設
置
す
る
予
定
で

す

。 

も
う
一
つ
は
、
開
校
二
十
周
年
記

念
式
典
の
開
催
で
す
。
概
要
は
次

の
よ
う
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】 

平

成

二

十

九

年

十

一

月

十

三

日
（
月
）
八
時
一
五
分
～
四
〇
分 

 

【
参
加
者
】 

地
域
な
ら
び
に
教
育
委
員
会
ご

来
賓
、
学
校
評
議
員
、
歴
代
校
長
、

全
校
児
童
・
教
職
員 

 

【
内
容
】 

校
長
・
来
賓
挨
拶
、
各
学
年
児
童

代
表
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
校
歌

斉
唱 ま

た
、
式
典
後
、
ご
来
賓
と
高
学

年
児
童
参
加
に
よ
る
校
訓
碑
の
除

幕
式
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

記
念
品
と
し
て
、
学
校
の
航
空
写

真

入

り

ク

リ

ア

フ

ァ

イ

ル

と

校

歌
・
お
か
ざ
き
の
心
の
歌
・
六
ツ
美

平
野
の
歌
を
収
録
し
た
記
念
Ｃ
Ｄ

を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
先
人
の
精
神
を
受 

け
継
ぎ
、
地
域
の
方
々
に
信
頼
さ 

れ
る
六
ツ
美
西
部
小
学
校
の
教
育 

を
職
員
一
同
で
継
承
し
て
ま
い
り 

ま
す
。 

（
六
西
小
教
頭 

田
島
広
嗣
） 

 

第
八
十
六
号 

平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
（
日
）
発
行 

 

 

六
西
小
開
校
二
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て 

上空より小学校全景写真（校庭には西部小の人文字）  


